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ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

 

伊
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賀
が

市
し

立
りつ

霊峰中
れいほうちゅう

学
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校
こう

 

校
こ う

長
ちょう

 若 山
わ か や ま

公
こ う

治
じ

 

 

地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

時
じ

及
およ

び「南
なん

海
かい

トラフ地
じ

震
しん

臨
りん

時
じ

情
じょう

報
ほう

」発
はっ

表
ぴょう

時
じ

等
とう

における対
たい

応
おう

について 

 

伊
い

賀
が

市
し

において大
おお

地
じ

震
しん

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

や、「南
なん

海
かい

トラフ地
じ

震
しん

臨
りん

時
じ

情
じょう

報
ほう

」が発
はっ

表
ぴょう

された場
ば

合
あい

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

の

ため、原
げん

則
そく

として下
か

記
き

のように対
たい

応
おう

いたしますので、ご理
り

解
かい

とご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いいたします。 

 

１ 伊
い

賀
が

地
ち

方
ほう

の地
じ

震
しん

発
はっ

生
せい

時
じ

の対
たい

応
おう

について（これまで通
どお

り） 

伊
い

賀
が

市
し

での震
しん

度
ど

 登
とう

校
こう

前
まえ

の場
ば

合
あい

 登
とう

校
こう

後
ご

の場
ば

合
あい

 

震
しん

度
ど

４以
い

下
か

 
登
とう

  校
こう

 

・通
つう

常
じょう

通
どお

り登
とう

校
こう

。 

通
つう

 常
じょう

 授
じゅ

 業
ぎょう

 

・避
ひ

難
なん

後
ご

、安
あん

全
ぜん

を確
たし

かめて通
つう

常
じょう

授
じゅ

業
ぎょう

を行
おこな

う。 

震
しん

度
ど

５弱
じゃく

 自 宅 待 機 

・通
つう

学
がく

路
ろ

や学
がっ

校
こう

施
し

設
せつ

等
とう

の安
あん

全
ぜん

確
かく

認
にん

を行
おこな

い、

授
じゅ

業
ぎょう

が可
か

能
のう

かどうか

の判
はん

断
だん

をして連
れん

絡
らく

す

る。 

授
じゅ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

するかは状
じょう

況
きょう

により判
はん

断
だん

 

・授
じゅ

業
ぎょう

を取
と

りやめる場
ば

合
あい

や、迎
むか

えが必
ひつ

要
よう

な時
とき

には「ま

ち comiメール」や防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

放
ほう

送
そう

等
とう

で保
ほ

護
ご

者
しゃ

に連
れん

絡
らく

する。 

震
しん

度
ど

５強
きょう

以
い

上
じょう

 

授
じゅ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

 

・小
しょう

学
がっ

校
こう

（園
えん

）では、下
げ

校
こう

（降
こう

園
えん

）の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

が困
こん

難
なん

で

あると思
おも

われるので、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の迎
むか

えが来
く

るまで学
がっ

校
こう

で待
たい

機
き

させる。 

 

２ 「南
なん

海
かい

トラフ地
じ

震
しん

臨
りん

時
じ

情
じょう

報
ほう

」発
はっ

表
ぴょう

時
じ

の対
たい

応
おう

について 

気象庁
きしょうちょう

は、南海
なんかい

トラフ地震
じ し ん

発生
はっせい

時
じ

、危険度
き け ん ど

に応
おう

じ、地震
じ し ん

臨時
り ん じ

情報
じょうほう

を下記
か き

の３つの段階
だんかい

で発表
はっぴょう

します。 

地
じ

震
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臨
りん

時
じ

情
じょう

報
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とう

校
こう

前
まえ

の場
ば

合
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 登
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校
こう

後
ご

の場
ば

合
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 翌
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日
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以
い

降
こう

 

調
ちょう

査
さ

中
ちゅう

 

登
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こう
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常
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授
じゅ

業
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常
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授
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業
ぎょう

 

巨
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大
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地
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震
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注
ちゅう

意
い

 

巨
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大
だい

地
じ

震
しん

警
けい

戒
かい

 

自
じ

宅
たく

待
たい

機
き

 

・登
とう

校
こう

途
と

中
ちゅう

の場
ば

合
あい

、

すみやかに帰
き

宅
たく

。 

 

授
じゅ

業
ぎょう

を中
ちゅう

止
し

 

・状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて学
がっ

校
こう

で

待
たい

機
き

、または、すみやか

に下
げ

校
こう

。 

臨
りん

時
じ

休
きゅう

校
こう

 

・学
がっ

校
こう

から連
れん

絡
らく

があるま

で臨
りん

時
じ

休
きゅう

校
こう

。 

 

※ これはあくまでも原
げん

則
そく

・基
き

本
ほん

の対
たい

応
おう

であり、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて、学
がっ

校
こう

から「まち comiメール」や防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

放
ほう

送
そう

等
とう

で連
れん

絡
らく

します。 


